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委員会調査

改
正
介
護
保
険
法

【
目
的
】

　
厚
生
労
働
省
に
て
、「
高
山
市
第
５
期
介

護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
24
年
度
〜
）
に
活

か
す
た
め
の
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

【
特
徴
】

　
介
護
保
険
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
施
設

か
ら
在
宅
サ
ー
ビ
ス
へ
の
転
換
で
す
。
そ
こ

に
は
、
在
宅
で
も
施
設
並
み
の
安
心
を
得
ら

れ
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
体
系
を
構
築
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、

保
険
料
の
抑
制
も
目
的
に
あ
り
ま
す
。

【
反
映
】

　
現
在
高
山
市
の
高
齢
化
率
は
26
・
７
％
、

し
か
も
独
居
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が

そ
の
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化

の
中
、持
続
可
能
な
保
険
制
度
の
確
立
と「
老

後
を
ど
う
生
き
た
い
の
か
。」
と
い
う
、
一

人
ひ
と
り
の
問
題
に
、
委
員
会
と
し
て
向
き

合
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

「
ケ
ア
ホ
ー
ム
明
」
視
察

【
特
徴
】

　
名
古
屋
市
中
村
区
に
あ
る
「
明
」

は
、
障
が
い
者
が
親
元
か
ら
離
れ

自
立
し
て
生
活
す
る
場
と
し
て

２
０
０
６
年
に
開
設
さ
れ
た
家
で
す
。

利
用
者
は
５
人
で
、
昼
間
は
授
産
施

設
に
仕
事
に
出
か
け
、
夕
方
帰
っ
て

か
ら
入
浴
し
た
り
食
事
を
し
た
り
し

ま
す
。
世
話
人
が
交
代
で
２
人
い
て
、

24
時
間
３
６
５
日
利
用
で
き
ま
す
。

【
反
映
】

　
現
在
、
高
山
市
で

も
こ
う
し
た
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
る
よ

う
関
係
者
が
努
力
し

て
お
り
、
委
員
会
と

し
て
も
、
早
期
に
働

き
か
け
を
し
て
い
き

ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
計
画

【
目
的
】

　
厚
生
労
働
省
に
て
、「
高
山
市

障
が
い
者
福
祉
計
画
」
に
活
か
す

た
め
の
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

【
特
徴
】

　
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
を
廃

止
し
『
制
度
の
谷
間
』
が
な
く
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
の
応
能
負
担

と
す
る
「
障
害
者
総
合
福
祉
法
」

を
制
定
す
る
流
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
以
前
か
ら
懸
念
さ

れ
て
い
た
親
亡
き
後
の
障
が
い
者

に
つ
い
て
、
社
会
が
責
任
を
持
っ

て
支
援
し
て
い
く
た
め
の
制
度
の

改
正
で
も
あ
り
ま
す
。

【
反
映
】

　
高
山
市
で
も
来
年
度
、
次
期
の

「
障
が
い
者
福
祉
計
画
」
の
策
定

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
調

査
研
究
を
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

分野別市民意見交換会から

重点調査項目

行政視察先

障がい者福祉における現状と課題

【目的】
　高山地域介護保険事業者連絡協議会の
関係者と事業の実態について意見交換会
を行いました。
【経過】
・特別養護老人ホームの待機者について
　７００人以上いるとされるが「まずは
申し込んでおく」という人が多く、その
ために本当に困っている人が入れないと
いう課題がある。老々介護や認々介護な
ど、在宅介護が継続できないようなとこ
ろは、家庭崩壊しないためにも、施設利
用や入所が必要な場合がある。それらに
ついては、入所用件を精査し対応すれば、
解決できるだろうから、現在ある施設で
十分だと思う。施設を増やすと保険料が

上がってしまう。
・特定施設について
　高額な一時金と毎月の生活費等が必要
で、経済的に恵まれた人しか入れない。
増床しても待機者は減らない。
・その他
　高齢者は「家にいたい。」と思っている。
行政は、そのために何ができるのか、ど
う環境整備すればよいかを考えるべきだ。
「看取り」ができる地域にしてもらいたい。
【意見交換から】
　介護保険も、在宅への転換ということ
で法律改正されたと聞いています。当市
でも高齢者施策が適正に行われるよう提
言していきたいと考えます。

【目的】
　社会福祉協議会と現場にお
けるニーズを把握するため意
見交換をしました。
【経過】
　「療育施設」について、社
会福祉協議会からは、発達障
がいがある児童で、あゆみの
デイサービスを利用したい人
は増えているが、施設の規模
から、ニーズに応えられず、
早期療育に支障が出ている。
【意見交換から】
　実態に即した提言として、
今後の高山市の施策に活かせ
るよう努力していきたい。

福祉保健
委員会 厚生労働省

ケアホーム明（名古屋市）

第５期介護保険事業計画について
障がい者福祉計画について

名古屋市のケアホーム明

介護保険における現状と課題


